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■ 特長・機能  

 

■ 取り付け 

 

 

■ 結線方法 
 

＜コネクタ＞ ＜アース端子＞ 

 

①工具※を操作口に差し込みます。 

②接続するケーブルをケーブル挿入口から挿入します。 

③ ドライバーを抜きます。 
 

  同様の方法でケーブルを外すことが出来ます。 

 
 
 
 
 
 
                         
 
 
 

 

①アース端子のねじをゆるめます。 

②アースケーブル導入孔にケーブルを挿入します。 

③アース端子のねじを締めこみます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※接続するアース線は３．２ｍｍ２以上を使用し、 

配線距離は 50cm 内にて接続してください。 

※推奨圧着端子：丸型圧着端子Ｍ４用 ９ｍｍ以下 

※アース線の渡り配線を行う場合、圧着端子を背中 

合わせにして挿入してください。 
 

 

本製品は、主に火災報知システムのＰ型・Ｒ型受信機において、電源・接点・通信回路

に侵入する雷サージ等の異常電圧・電流から機器を保護するためのＳＰＤユニットです。 

本製品は、雷サージ侵入回数とともに製品の交換状況を表示する劣化診断機能を有

しており、交換時期には無電圧接点による外部出力を行います。また壁直接取り付けも

しくはＤＩＮレール取り付けに対応した構造となっております。 

 

・取り付け前に絶縁シートを引き抜き、７セグメントＬＥＤが「― ―」点灯（１秒間）することを確認 

 してください。 

※ ７セグメントＬＥＤが点灯しない場合はお問い合わせください。 

※ 製品の保管状況によって絶縁シートが折れ曲がることがありますが、品質に問題は 

ありません。 
 
 

・本体取付穴を使用し、壁もしくは木板に直接取り付けていただくか、ＤＩＮ取付板を使用し、 

 ＤＩＮレールへ取り付けてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ ＤＩＮ取付板と本体の推奨締付けトルク：０．３Ｎ．ｍ（ｋｇｆ．ｃｍ） 

※ ＤＩＮ取付板は、上下左右のどの方向でも取り付け可能です。 

    （７セグメントＬＥＤの表示方向は変わりません） 

※ ＤＩＮ取付板の取り付けは、お客様にて行ってください。 

 
 

 

■ インタフェースコネクタ 
 

回線入力、回線出力 ＳＰＴ２，５ １０－Ｖ－５，０ ×２（グレー）※ 

駆動電源入力 ＳＰＴ２，５  ２－Ｖ－５，０ ×２ （グレー） 

接点出力 ＳＰＴ２，５  ２－Ｖ－５，０ ×１ （赤） 
 

※ＳＭＢ－P・R－485のみ回線入力、回線出力コネクタ色が異なります。 

        グレー（４８５用）：８芯  緑（電話用）：２芯 

 
 

■ 接続条件  
 

単線 
０．２～１．５ｍｍ２（ＡＷＧ２４～１６） 

撚線 

棒端子 ０．２５～０．７５ｍｍ２ 

 
＜コネクタ接続ケーブルの推奨端末処理＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 

※推奨端末処理寸法は製品上面 電池収納部箇所のシルク印刷にて確認することができます。 

 
 
 

■ 各部名称 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ SPD ステータス表示部 と 押しボタンスイッチ 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

雷サージ電流検出性能 
 

サージ検出感度電流 ８／２０μｓ ±３０Ａ以上  
 

カウント数 １～９９  （１００以上は「ＦＬ」表示） 
 

表示 

 

緑色ＬＥＤ １個  黄色ＬＥＤ １個  赤色ＬＥＤ １個 ７セグメントＬＥＤ ２桁 
 

 

操作 
 

 

押しボタンスイッチ 
 

 

電源 
 

ＤＣ２４Ｖ±１５％、もしくはボタン型電池（ＣＲ１６３２）１個  電池交換可  

 

 

■ スイッチ操作 
 
 

スイッチ操作 ＬＥＤ表示 内容 

１回押し 
 

・SPDの状態表示 

・動作回数表示 

・電池交換表示 

緑ＬＥＤ １回点灯 

１ 秒間 

正常 

黄ＬＥＤ １回点灯 交換推奨 

赤ＬＥＤ １回点灯 交換 

７セグメントＬＥＤ １回点灯 １ 秒間 動作回数表示（２桁） 

７セグメントＬＥＤ動作回数 

１回点灯後、「ｂ ｔ」１回点灯 
１ 秒間 電池交換 

■ 仕様 
 

機能 
■雷保護機能         ■ＳＰＤ状態表示機能 
■電池交換表示機能   ■ＳＰＤ動作回数表示機能 

使用場所 室内または器具内 

使用環境温度 －２０℃～＋６０℃ 

項目 
性能 

K2 NM H3 485 NM(H) 

最大連続 

使用電圧 UC  
DC110V DC48V DC27V 

485用：DC15V 

電話用：DC48V 
DC48V 

定格電流 3A 1A 100mA 
485用：100mA 

電話用：1A 
1A 

動作電圧 
280V～

420V 

74V～ 

90V 

31V～ 

35V 

485用： 

16.8V～19.1V 

電話用： 

74V～90V 

74V～ 

90V 

直列抵抗  1Ω以下 1Ω以下 4～6Ω 
485用：4～6Ω 

電話用：1Ω以下 
1Ω以下 

電圧防護 

レベル Up
※１ 

対接地間 1.2/50μs 10kV 

1kV 

以下 

500V 

以下 

150V 

以下 

485用：100V

以下 

電話用：500V

以下 

500V 

以下 

インパルス 

耐久性※２ 

カテゴリ C2 8/20μs  

5kA 

カテゴリ D1 10/350μs 

2.5kA 

 

※1 全回線に一括印加とします。 
※2 全回線に流れる電流の総和とします。 
 
 

※工具は添付されて 

います、またお手 

持ちのマイナス 

ドライバー等でも 

作業が行えます。 

① ③ 

② 

取付穴４－φ４．３ 

ＤＩＮレール取り付け 

木板等に本体を直接取り付ける 

ときに使用します。 

取付ピッチ：９１ｍｍ×９１ｍｍ 

ステータス表示部 

入力側コネクタ 

出力側コネクタ 

 

押しボタンスイッチ 

アース端子 

 

電池収納部 

 

接点出力コネクタ 

絶縁試験用Ｕリンク 

 

電源入力コネクタ 

ＤＩＮ取付板 

(２ヶ所) 

 

（オプション品） 

メモ欄 

 （取り付け日のテプラ等を 
自由に貼り付け頂けます） 

緑色ＬＥＤ カウンタ表示 

（ＳＰＤに流れた雷サージ 

電流の回数を表示します。） 

黄色ＬＥＤ 

赤色ＬＥＤ 

押しボタンスイッチ 

ＳＰＤの交換推奨または交換、 

動作回数を表示するときに使用します。 

10mm 

① 

② 

③ 

※渡り配線の場合 
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■ 保守点検  
 

■ 絶縁試験 
 

  消防法に基づくＳＰＤの絶縁試験を行う際には、絶縁試験用Ｕリンクを引き抜いて 

から試験を行ってください。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

■ 電池の交換 
 

・電池ホルダを、本体から引き出します。 
 
・中に入っているボタン型電池を取り出し、新しい電池を入れます。※ 

 
※ボタン型電池の＋（プラス）面が上側になるようにしてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

■ 使用上の注意 
 
ＳＰＤを効果的にお使いいただくために、１年に１～２回程度、以下の項目を実施してください。 

また点検の結果「ＳＰＤを交換してください。」に該当した場合は、新品と交換してください。 

 

 1  ＳＰＤの状態を確認します。スイッチを１回押し、ＳＰＤステータス表示部のＬＥＤが点灯する色から、 

ＳＰＤの状態表示を確認してください。（ＳＰＤの状態は下表参照願います） 
 

SPDの状態表示 （緑） → 正常   2  へ 
 

SPDの状態表示 （黄） → 交換推奨 交換しない場合は  2  へ 
 

SPDの状態表示 （赤） → 交換 
 
 

 2  電池の交換が必要かどうか確認します。 1  操作時、７セグＬＥＤの点灯を確認してください。 
 

動作回数表示 → 正常   3  へ 
 

動作回数表示後、「ｂｔ」表示 → 電池交換 
 
 

 3  ＳＰＤの端子部にスパーク等の痕跡、ケースの変形、腐食等がないか確認してください。 

異常が見られた場合には、すみやかに交換してください。 

 
 
 
 
 

 

※ＳＰＤの電池交換および電池交換後のＳＰＤの取り付けは、本誌記載の「■取り付け」および「■電池 

の交換」をご参照ください。 

※電池交換後にボタンを押してＬＥＤ、７セグＬＥＤが点灯しない場合はお問い合わせください。 

※ＳＰＤの交換推奨、交換および電池交換の際には、接点出力がされます。（接点出力使用時） 

 

 

※ＳＰＤの状態表示はＳＰＤに印加される電流を測定し、弊社内の規格によりＳＰＤの交換推奨を決定して 

おりますので、ＳＰＤの完全な劣化状態を保証するものではありません。 

 

※電池寿命は通常使用状態で約１０年です。電池低下の表示が無くても１０年を経過したら交換して下 

さい。また、使用環境及び動作状況によっては、電池寿命が早まる事もありますので、定期的に保守 

点検を行って下さい。 

 

■ 交換作業 
 

ＳＰＤを交換するときは、連結端子等にて入出力ケーブルを直結し、応急処置をしてください。  
 

※連結端子等は、お客様にて御用意願います。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

項目 ＬＥＤ／７セグ表示 ＳＰＤの状態 

正常 緑 
ＳＰＤは正常です。 

交換の必要はありません。 

交換推奨 黄 
ＳＰＤに弊社基準を上回る雷サージが印加されています。 

出来るだけ早いＳＰＤの交換をお奨めします。 

交換 赤 
ＳＰＤの機能が著しく低下しています。 

速やかにＳＰＤを交換してください。 

電池交換 「ｂｔ」 
電池の交換が必要です。 

電池を交換してください。 

 
 
 

 

本製品の設置前に 

- 本製品に破損および交換表示がないか確認してください。もし破損および交換表示がある場合、使用しないでください。 

 

安全にご使用していただくために 

- 本製品を使用目的以外で使用しないでください。 

- 以下の禁止・注意事項をお守りの上、ご使用ください。 

 

 
 

 禁止 

本製品の使用目的以外での使用は絶対しないでください。 

◇故障の原因となります。 

 
 

 禁止 

本製品は屋内用で非防水です。屋外などの水が直接当たる場所で使用することはでき

ません。 

◇故障の原因となります。 

 
 

 禁止 

本製品を分解、加圧変形、使用環境以上の加熱、改造または部品を変更して使用しな

いでください。 

◇故障の原因となります。 

 
 

 禁止 

操作時に端子間に異物が侵入することや、端子部分には直接手で触れることがないよ

うにしてください。 

◇故障、感電の原因となります。 

 
 

 禁止 

本製品を水、シンナー等の溶剤で拭いたり、かけたりしないでください。 

◇変形や割れ、故障の原因となります。 

 
 

 禁止 

本製品に、落下等による衝撃を与えないでください。 

◇損傷、故障の原因となります。 

 
 

 注意 

本製品から汚れをとる際は、柔らかい布等で拭いてください。 

（水洗いは絶対にしないでください） 

 
 

 注意 

ＳＰＤの装着は取扱説明書をよく読んでから行ってください。 

◇変形、割れ、故障の原因となります。 

 
 

 注意 

本製品は方向性を持っています、接続を誤ると製品が損傷する恐れがあります。 

また接続方向が間違っている場合、SPDの交換推奨および劣化表示が正常に表示 

されないことがあります。 

 

電源について 

- DC24Vの外部電源使用時も瞬停等の対策の為、コイン電池も入れた状態で使用して下さい。 

- 電池寿命は通常使用状態で約１０年です。電池低下の表示が無くても１０年を経過したら交換して下さい。また、使用

環境及び動作状況によっては、電池寿命が早まる事もありますので、定期的に保守点検を行って下さい。 

- コイン電池の特性上、低温環境下では電池交換サインが早めに出ることがあります。 

- 電池を挿入する際は、手順に従い作業を行ってください。 

機器故障の原因となりますので、極性を間違えて挿入しないでください。 

 

保証 

本製品の保証期限はご納入日より１年です。この間に発生した故障は、原因が明らかに当社の責任と判断された場合

に限り良品と交換いたします。また、電池などの消耗品は対象外となります。 

 
 

 

 

■ お問い合せ 

 株式会社サンコーシヤ 

  https://www.sankosha.co.jp/ 

  info@sankosha.co.jp 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

問い合わせ先案内は、左の二次元コードか、 

URLの弊社ホームページをご覧ください 

 

入力側ケーブル 

連結端子等 

出力側ケーブル 

Ｕリンクを引き抜くとブザーが鳴り、７セグＬＥＤに「ｔ ｔ」表示がされます。 

試験終了後はＵリンクを戻し、ブザーが鳴りやむことを確認してください。 

電池の交換後は、必ず電池ホルダを最後まで差し込んでからご使用ください。 

起動時７セグＬＥＤが「―  ―」１秒点灯することを確認してください。  

接 点 出 力 が 解 除 さ れ て い る こ と を 確 認 し て く だ さ い 。 

サージにより交換推奨（黄）、交換（赤）、および電池交換の際には、接点が出力されます。 

ボタン型電池 

（ＣＲ１６３２） 


